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昨
年　

月
か
ら
容
器
包
装
リ
サ

１０

イ
ク
ル
法
対
象
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
（
以
下
「
容
リ
プ
ラ
」）
の
分

別
回
収
、
再
資
源
化
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。　

今
年
の
９
月
で
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
の
で
、
現
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 　

容
リ
プ
ラ
は　

年　

月
〜　

年

１８

１０

１９

３
月
に
６
８
８
・　

㌧
、　

年
４

３９

１９

ど
の
く
ら
い
の
量
が 

回
収
さ
れ
た
の
？

月
〜
９
月
に
７
２
５
・　

㌧
、
合

１５

計
１
４
１
３
・　
 
㌧ 
が
回
収
さ
れ

５４

ま
し
た
。

　

分
別
開
始
前
の　

年
９
月
と　

１８

１９

年
９
月
の
容
リ
プ
ラ
と
燃
や
せ
な

い
ご
み
（
以
下
「
不
燃
ご
み
」）
の

月
間
収
集
量
を
比
較
す
る
と
上
表

１
に
な
り
ま
す
。

 　

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
は
毎
年
入
札

に
よ
り
変
わ
る
た
め
、
最
終
的
な

容
リ
プ
ラ
は
何
に
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
？

容
リ
プ
ラ
の
リ
サ
イ
ク
ル
先
も
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
の
容
リ
プ
ラ
は
、
３
月
ま

で
は
高
炉
還
元
剤
と
し
て
製
鉄
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
は
工
業
ア
ン
モ
ニ
ア
と

し
て
精
製
さ
れ
て
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
ま
す
（
工
業
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、

接
着
剤
や
ナ
イ
ロ
ン
、
ア
ク
リ
ル

繊
維
、
車
の
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
カ

バ
ー
な
ど
、
透
明
樹
脂
を
製
造
す

る
原
料
と
な
り
ま
す
）。

 　
　

年　

月
〜　

年
９
月
に
容
リ

１８

１０

１９

プ
ラ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
か

か
っ
た
経
費
は
次
の
通
り
で
す
。

　

合
計

　
　
　

１
億
３
５
１
１
万
３
千
円

　
　

収
集
運
搬

　
　
　
　
　

７
９
１
４
万
３
千
円

　
　

圧
縮
梱
包（
こ
ん
ぽ
う
）選
別

　
　
　
　
　

５
１
２
０
万
５
千
円

　
　

再
商
品
化

　
　
　
　
　
　

４
７
６
万
５
千
円

容
リ
プ
ラ
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
か
か
っ
た
経
費
は
？

 　

こ
の
一
年
で
、
容
リ
プ
ラ
の
不

燃
ご
み
に
対
す
る
重
量
換
算
で
の

割
合
は
約　
 
㌫ 
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４０

し
か
し
、
不
燃
ご
み
の
中
に
は
ま

だ
、
容
リ
プ
ラ
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て

い
て
、
適
切
に
分
別
す
れ
ば
容
リ

よ
り
一
層
の
分
別
に 

ご

協

力

を

◇容リプラに該当しないもの（一例）◇◇容リプラに該当しないもの（一例）◇
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歳
に
な
っ
た
ら 

２０国
民
年
金
に
加
入 

し

ま

し

ょ

う

　

日
本
に
住
む　

歳
以
上　

歳

２０

６０

未
満
の
方
は
す
べ
て
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
や
が
て
訪
れ

る
長
い
老
後
や
生
活
の
安
定
を

損
な
う
よ
う
な
万
が
一
の
事
態

に
備
え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、

お
互
い
を
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

　

歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に

２０国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
は
、
月
額
１
万
４
１

０
０
円
（　

年
度
）
で
す
が
、

１９

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
と
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
口
座
振
替
で
、
当
月
保
険

料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
し
さ

れ
る
早
割
り
を
利
用
す
る
と
月

額　

円
が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。

５０

　

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
免
除
制
度
や
学

生
納
付
特
例
・
若
年
者
納
付
猶

予
な
ど
の
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、

保
険
年
金
課
国
保
年
金
資
格
係

へ
。

　

詳
し
く
は
同
係�
４
７
０
・

７
７
３
２
ま
た
は
武
蔵
野
社
会

保
険
事
務
所�
０
４
２
２
・　

・
５６

１
４
１
１
へ
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納

め

忘

れ

は 

あ
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
生

活
の
た
め
に　

歳
か
ら
支
給
さ

６５

れ
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」、
思
わ

ぬ
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
障
害

基
礎
年
金
」、被
保
険
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
支
給
さ
れ
る
「
遺

族
基
礎
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
年
金
額
が
低
額
に

な
っ
た
り
、
受
給
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
ま
一
度
、
お
手
元
の
領
収

証
書
や
預
金
通
帳
、
社
会
保
険

料
控
除
証
明
書
な
ど
で
納
め
忘

れ
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
の
納
付
状
況
は
、

社
会
保
険
事
務
所
、
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
に
来

場
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
確
認

で
き
ま
す
。　

社
会
保
険
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の

年
金
個
人
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス

等
で
も
確
認
で

き
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル�
０
５
７
０
・　

・
１
１
６

０５

５
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、

�
　

・
６
７
０
０
・
１
１
６
５
）

０３
ま
た
は
武
蔵
野
社
会
保
険
社
会

保
険
事
務
所�
０
４
２
２
・　

・
５６

１
４
１
１
へ
。

ご
み
か
ら
資
源
へ

ご
み
か
ら
資
源
へ

　

市
で
は
、
家
庭
ご
み
有
料
化
や

戸
別
収
集
化
に
よ
る
ご
み
の
減
量

効
果
を
予
測
し
、
新
し
い
ご
み
収

集
の
制
度
設
計
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞

き
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
家

庭
ご
み
有
料
化
導
入
基
礎
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

無
作
為
抽
出
し
た
２
０
０
０
世

帯
に
協
力
を
依
頼
し
、
８
２
３
世

帯
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

回
収
率
は　

・
２
㌫
で
し
た
。

４１

家
庭
ご
み
有
料
化
導
入
基
礎
調
査

家
庭
ご
み
有
料
化
導
入
基
礎
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
で
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
で
ま
し
た

　

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

設
問
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
が
、
集
計
結
果
を
一
部
抜
粋
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
全

文
は　

月　

日
（
木
）
か
ら
市
政

１１

１５

情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
２
階
）

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課�
４
７

３
・
２
１
１
７
へ
。

プ
ラ
の
割
合
は

あ
と　
 
㌫ 
程
度

１０

高
め
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
容

リ
プ
ラ
に
該
当
す
る
か
を
判
断
す

る
た
め
の
具
体
例
（
表
２
）
を
参

照
し
、
お
手
元
に
あ
る
「
ご
み
の

出
し
方
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と

も
に
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
か
ら
資
源
へ
の
転
換
を
進

め
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課�
４
７

３
・
２
１
１
７
へ
。　

事務事業の
評価結果を
公表します

○容リプラに該当するもの（一例）○○容リプラに該当するもの（一例）○

表２　容リプラに該当するかの判断例

家庭ごみ有料化導入基礎調査アンケート結果より（一部抜粋）

◆社会保険庁ホームページアドレス
http://www.sia.go.jp

分
別
回
収
、再
資
源
化
に
ご
協
力
を

表１　月間収集量比較

１９年９月１８年９月
１７２，２５２３１４，４８０不燃ごみ
１１２，５６００容リプラ
２８４，８１２３１４，４８０合計

（単位：kg）

⑤商品が使われた後または
商品と分離された場合に不
要になるもの
　口紅、スティックのり、目薬

の携帯ケース、苗木等販売用の

軟プラスチック製鉢、背広カバ

ー

②中仕切り等
　食品トレーと

ともに用いられ

る吸収シート、

缶ビールを束ね

るプラスチック

製器具

①容器の栓、キャップ、ふ
た等
　ペットボトルのキャップ、

名刺ケースのふた、エアゾー

ル缶のノズル、　食パン等の

袋の口の止め具、チューブ入

り調味料の口のシール

③発泡スチロール製
の緩衝材等
　商品を保護または

固定するために加工

されているもの、果

物等に使われるネッ

ト状のもの

④商品の容器及び包装に該当するもの
　飲料パックのストローの袋、説明書・

保証書の袋、商品の販売時にその商品を

入れるために提供されるレジ袋、トイレ

ットペーパー等の集積包装、カップめん

等のシュリンクパック、生鮮食料品にト

レーと同時に用いられるラップ

①容器にも包装に
も該当しないもの
　飲料用ストロー、

弁当のスプーン、乾

燥剤・保冷材

②商品が抜かれるとバラバラになってしまい、段
ボール箱等と一体となって「物を入れ、又は包む
もの」の形状とならないもの
　比較的小型の発泡スチロール製の緩衝材等で、多数

箱等に詰めることにより商品との空間を埋めるもの

⑤分離しても不要
にならないもの
　ビデオテープ等の

プラスチック製のケ

ース、歯磨きのトラ

ベルセットや化粧品

の携帯用ポーチ

④商品の一部と
されるもの
　ボールペンの軸、

使い捨てライター、

薬用酒・洗剤等に

添付されている計

量カップ

③中身が商品でないも
の
　景品・商品を入れてい

るまたは包んでいる「容

器」または「包装」、クリ

ーニングの袋、宅配便の

「容器」または「包装」

【税金による一律負担への不公平感】
非常に不公平だと思う　　１１．２％
どちらかというと
　　不公平だと思う　　　４８．２％
どちらかというと
　　不公平だと思わない　２４．１％
全く不公平だと思わない　１１．１％
無回答　　　　　　　　　 ５．５％

【ごみ問題への関心】
非常にある　　３８．０％
どちらかというと
　　　　ある　５５．３％
どちらかというと
　　　　ない　 ４．９％
全くない　　　 ０．５％
無回答　　　　 １．３％

【もし有料化になって１カ月あたり４８０円の負担だ
と仮定すると】（処理に掛かる費用は約３，３００円程度）
ごみ量に応じた負担なのでしかたがない　４０．５％
この程度の負担ならば問題ない　　　　　１５．３％
この程度の負担ではごみを減らそうと
　　　　　　　　　　思わない人が多い　 ８．７％
非常に負担に感じる　　　　　　　　　　２３．９％
その他・無回答　　　　　　　　　　　　１１．６％

　

市
で
は
、
自
動
発
行
機
に
よ
る

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明

書
、
納
税
・
課
税
証
明
書
の
発
行

を
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
お
よ

び
東
久
留
米
駅
構
内
で
、
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
含
む
毎
日
午
前

８
時
半
〜
午
後
９
時
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、　

月　

日
（
祝
）
は
庁

１１

２３

舎
電
源
装
置
の
定
期
点
検
の
た
め
、

終
日
、
す
べ
て
の
自
動
発
行
機
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
民
課
住
民
記
録
係

�
４
７
０・

７
７
２
２
へ
。

　

事
務
事
業
は
、
施
策
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
手
段

で
、
市
民
に
直
接
サ
ー
ビ
ス
す
る

も
の
や
市
の

内
部
管
理
を

目
的
と
す
る

も
の
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度

も
事
務
事
業
の
評
価
結
果
を
事
務

事
業
目
的
評
価
表
に
ま
と
め
、
公

表
し
ま
す
。

　

事
務
事
業
目
的

評
価
表
は
、　

月
１１

　

日
（
木
）
か
ら

１５市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
（
市
役
所
２
階
）、

中
央
・
滝
山
・
東

部
・
ひ
ば
り
が
丘

の
各
図
書
館
、
下

里
・
南
町
の
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書

室
、
野
火
止
地
区

セ
ン
タ
ー
図
書
室

で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

詳
し
く
は
電
話
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル
で
行
財
政
等
担
当�
４
７

０
・
７
７
０
２
へ
。

　

南
沢
五
丁
目
地
区
の
旧
第
一
勧

業
銀
行
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
の
土
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
数
多

く
の
貴
重
な
ご
意
見
や
要
望
を
頂

き
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
の
た
び
、
南
沢
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
、
当

該
地
区
の

「
南
沢
五
丁

目
地
区
・
土

地
利
用
転
換

計
画
（
案
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
木
）
午
後

１１

２２

７
時
〜
８
時
半

　
【
会
場
】
第
五
小
学
校
体
育
館

　
【
持
ち
物
】
上
履
き

　

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
都
市
計
画
課
土
地
利

用
係�
４
７
０
・
７
７
６
２
へ
。

◆行財政等担当メールアドレス
kikakuchosei@city.higashikurume.lg.jp

証
明
書
自
動
発
行
機
を
休
止
し
ま
す

　

月　

日
（
祝
）

１１

23

「
南
沢
五
丁
目
地
区
・

　

土
地
利
用
転
換
計
画
（
案
）」

　
　
　
　

説
明
会
を
開
催
し
ま
す


